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微小エネルギーを利用した革新的な環境発電技術の創出 
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π拡張型ジチオラート金属錯体を用いた中性熱電材料の創製 

 

 

 

§１．研究成果の概要 

 

多彩な形状に貼り付けて使用することができるフレキシブル熱電変換デバイスの実現には，新し

い導電性物質の開発に加え，溶解性に乏しい物質を塗布により製膜する方法を開発することも併

せて重要となる。今年度の研究においては，未だに例が限られている n 型熱電材料に関して，高

い性能を示すことが知られている一次元π共役ニッケル錯体をケミカルなアプローチにより溶媒中

に高分散化する手法を独自に開発した。その塗布膜は溶液プロセスにより作製した熱電膜の中で

は相当に高い特性を示すことを見出した。また，得られた n 型熱電膜は柔軟であり，空気に対して

高い安定性を示すことを確認した。 
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§２．研究実施体制 

 

①研究者： 村田 理尚 （大阪工業大学工学部 准教授） 

②研究項目 

・優れた ｎ 型特性を示す有機熱電材料の設計と大量合成ルートの開拓 

・量子化学計算を用いた電子構造の解析 

・X 線構造解析による固体構造の解明 

・導電性材料の塗布法の開発 

・デバイス作製と評価 


